
平成 30 年度活動報告 –平成 31 年 04 月 19 日(金)- 

庶務担当 齊藤雅一 

1．総会関係 

平成 30年度総会を平成 30年 04月 20日(金)､ﾊﾛｰ貸会議室秋葉原駅前ﾙｰﾑ Aに

て 17:30～18:30 の時間帯で開催した｡来賓として日臨技会長の宮島喜文様､私立医

大技師長会会長の上道文昭様にご挨拶をお願いした｡議長は帝京大学医学部附属

病院の小松和典技師長にお願いした｡参加人数は 24 名であった｡ 

2．研修会関係 

(1)学術講演会を平成 29 年 04 月 21 日(金) 総会終了後に 18:30～19:30 の時間帯で

開催した｡｢悪性ﾘﾝﾊﾟ腫を理解するための基礎知識｣(ﾘﾝﾊﾟ系のしくみから可溶性 IL-2

ﾚｾﾌﾟﾀｰの意味するところ)と題して積水ﾒﾃﾞｨｶﾙ株式会社の須長宏行氏に講演をお願

いした｡悪性ﾘﾝﾊﾟ腫と近年発売された汎用分析機器適応の可溶性 IL-2 ﾚｾﾌﾟﾀｰ測定

試薬についての説明で､興味深い内容であった｡参加人数は 32 名であった。 

(2)第 36 回学術研修会を平成 30 年 10 月 20 日(土)､中野ｻﾝﾌﾟﾗｻﾞ 7 階 研修室 10に

て 10:00～17:00 の時間帯で開催した｡ﾒｲﾝﾃｰﾏは『検査の見かた､進め方』で､午前は

｢睡眠および睡眠障害と PSG検査｣と題して､第 1回目の PSG検査基礎講座を行ない､

更に､新ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの説明会を実施した｡ 

ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰは｢敗血症ﾏｰｶｰ ﾌﾟﾚｾﾌﾟｼﾝの up-to-date｣と題して株式会社 LSI ﾒﾃﾞｨ

ｴﾝｽに､｢質量分析装置による患者様および病院､検査室への貢献｣と題してﾍﾞｯｸﾏﾝ・

ｺｰﾙﾀｰ株式会社にお願いした｡敗血症ﾏｰｶｰと細菌検査における最新の情報を提供

していただき興味深い内容であった｡ 

午後のｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑは 13:10～14:30 の時間帯で｢基礎講座｣と題して 2 名のｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ

に①ﾃﾞｰﾀを見る～臨床化学～､②免疫検査の基礎講座 感染症検査(TPAb､HCVAb､

HBsAg)を中心に､をお願いした。検体検査の注意点について述べられ､日当直帯検

査において参考になる内容であった｡ 

次に､14:50～16:50の時間帯で①藤田保健衛生大学の大江瑞恵先生に｢ｹﾞﾉﾑ医療

と遺伝ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ｣を､②東海大学医学部付属病院の宮地勇人先生に｢がんｹﾞﾉﾑ医療

を支える検体検査の品質確保と環境整備｣と題して特別講演をお願いした｡最新のｹﾞﾉ

ﾑ医療と臨床検査技師等に関する一部法改定の情報を提供していただき､有意義な

講演であった｡参加人数は 64 名であった｡ 

(3)若手技師を対象とした生理機能検査 PSG 基礎講座を 3 回開催した｡(10 月､11 月､

1 月) 

3．会誌『KAMERADEN』の発行 

  『KAMERADEN』は 67 号(第 36 回学術研修会抄録集との合併号)を平成 30 年 10

月に､68 号を平成 31 年 03 月に発行した｡ 

4．会議関係 

  会議は理事会を 8回､編集委員会を 2回開催した｡なお､詳細は『KAMERADEN』掲

載の議事録を参照して頂きたい｡ 

5．その他 

  経費節約として『KAMERADEN』67 号と第 36 回学術研修会抄録集を合併号とした｡

また､技師会の向上を図るため､活動内容をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに表示した｡なお､今年度は､ﾎｰ

ﾑﾍﾟｰｼﾞを更新し､会員・賛助会員に説明する機会を設けた｡学術研修会ではﾗﾝﾁｮﾝｾﾐ

ﾅｰを実施し､多くの検査技師が参加出来るよう工夫した｡ 


